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平成29年6月9日 

東北電力株式会社 

東通原子力発電所 
敷地の地形，地質・地質構造について 

（ｆ－１断層，ｍ－ａ断層の評価に係る追加調査計画） 

（コメント回答） 

資料２ 
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Ｎｏ． コメント時期 コメント内容 頁 

Ｓ９３ 
平成29年3月17日 
第４５４回審査会合 

ｍ－ａ断層の活動性評価について，上載地層との関係を確認できないか検討すること。 p.2 

対応方針 
 ｍ－ａ断層が確認されている箇所を掘削し，上載地層との関係を確認するとともに，断層の性状観察・分析を行う。 

Ｎｏ． コメント時期 コメント内容 
今回ご説明資料の掲載箇所 

説明時期 

Ｓ１２ 
平成２７年１１月２７日 
第３０１回審査会合 

ｍ－ａ断層の補足調査結果について説明すること。 
平成２８年１１月１８日 

第４１７回審査会合でご説明済 

Ｓ１３ 
平成２７年１１月２７日 
第３０１回審査会合 

ｍ－ａ断層の活動性評価について，Ｆ－８断層等との類似性というよりは，将来活動する可能性のある断層等
に該当するかどうかという観点で検討すること。 

平成２８年１１月１８日 
第４１７回審査会合でご説明済 

Ｓ１４ 
平成２７年１１月２７日 
第３０１回審査会合 

ｆ－１断層付近での基盤上面の形態について，変位なのか変形なのか，ｆ－１断層によるものなのかどうか整
理すること。 
あわせてSクラス施設直下にある他の断層についても，変位なのか変形なのか整理すること。 

平成２８年４月２２日 
第３５４回審査会合でご説明済 

Ｓ１５ 
平成２７年１１月２７日 
第３０１回審査会合 

ｆ－１断層の活動性評価では，Ｆ－１０断層に切られること以外について示すこと。 
平成２８年４月２２日 

第３５４回審査会合でご説明済 

Ｓ１６ 
平成２７年１１月２７日 
第３０１回審査会合 

ｆ－２断層の検討にあたっては，変質鉱物脈に関するＸ線分析と化学分析のデータを示すこと。また，粘土鉱
物のK-Ar法による年代測定の手法，信頼度，関連する研究論文，事例等について示すこと。 

平成２８年４月２２日 
第３５４回審査会合でご説明済 

Ｓ１７ 
平成２７年１１月２７日 
第３０１回審査会合 

高角度の変質鉱物脈と上載地層との関係が分かるものを示すこと。 
また，基礎底盤や掘削時の法面のスケッチ，写真等があれば示すこと。 

平成２８年４月２２日 
第３５４回審査会合でご説明済 

Ｓ１９ 
平成２７年１１月２７日 
第３０１回審査会合 

地すべり面に関する検討について，防災科研の地すべりマップ等，他の文献の検討結果も示すこと。 
平成２８年４月２２日 

第３５４回審査会合でご説明済 

Ｓ２３ 
平成２８年４月２２日 
第３５４回審査会合 

ｆ－１断層について，断層破砕部及び周辺での第四系基底面の状況などを検討するため， 
Tr-34トレンチでの追加掘削などにより，データの拡充を図ること。 

平成２８年１１月１８日 
第４１７回審査会合でご説明済 

Ｓ２４ 
平成２８年４月２２日 
第３５４回審査会合 

高角度の変質鉱物脈は変位があるので，断層区分の小断層に含まれるかどうか整理すること。 
平成２８年１１月１８日 

第４１７回審査会合でご説明済 

Ｓ２５ 
平成２８年４月２２日 
第３５４回審査会合 

高角度の変質鉱物脈について，個別のデータを一覧表示するなどして，同種のものかどうかについて，説明
性の向上を図ること。 

平成２８年１１月１８日 
第４１７回審査会合でご説明済 

Ｓ２６ 
平成２８年４月２２日 
第３５４回審査会合 

ｆ－ｃ断層がSクラス施設の直下の断層に該当しないことを，調査データを用いて説明すること。 
平成２８年１１月１８日 

第４１７回審査会合でご説明済 

Ｓ２７ 
平成２８年４月２２日 
第３５４回審査会合 

ｆ－１断層破砕部の研磨片・薄片観察では，脈がせん断面に切られていることについて説明すること。 
平成２８年１１月１８日 

第４１７回審査会合でご説明済 

 

 審査会合（H29.3.17）におけるコメント及びその対応方針 

Ｎｏ． コメント時期 コメント内容 頁 

Ｓ８６ 
平成29年3月17日 
第４５４回審査会合 

ｆ－１断層とＦ－１０断層及びＦ－８断層の新旧関係について，Tr-34トレンチ底盤に見ら
れるＦ－１０断層との相互関係や各断層の破砕部の性状等を詳細検討すること。 

p.3 

対応方針 
 Tr-34トレンチの追加的な掘削，観察等を行い，ｆ－１断層とＦ－１０断層との新旧関係について，詳細を検討する。 
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ｍ－ａ断層追加調査計画 

工程 

ｍ－ａ断層 トレンチ調査位置図 トレンチ調査詳細位置図（現状計画） 

4 5 6 7 8 9

掘削・法面整形

結果とりまとめ

地質観察

平成29年

準備・仮設

 ｍ－ａ断層が確認されている箇所を掘削し，上載地層との関係を確認するとともに，断層の性状観察・分析を行う。 

 調査期間：５月下旬から３ヶ月程度 

トレンチ調査箇所 

深さ約7m 底盤約5m×約20m 

トレンチ調査計画断面図（A－A’断面） 

トレンチ調査箇所 

右図の範囲 

右図の範囲 

シルト 

砂 

礫 

トレンチ調査箇所 

0 50 100 200m 150 

※調査箇所，形状等は現地状況等に応じて変わることがある。 

断面線 

A  A’ 

 A
’ 

A
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ｆ－１断層追加調査計画 

約2.5m盤下げ底盤面 

Tr-34トレンチ位置図 

Tr-34 

約2.5m盤下げ底盤面 

ｆ－１断層 

Ｆ－１０ 

断層 

ｆ－１断層 

Ｆ－１０ 

断層 

Tr-34トレンチ追加調査位置図 

Tr-34トレンチ約2.5m盤下げ底盤面写真 

盤下げ前底盤面 

Tr-34トレンチ断面図 

模式断面図（A－A’断面） 

F-10 

追加掘削箇所
（盤下げ③） 

-2.5m（現底盤） 

拡幅前 

Tr-34トレンチ平面図 

F-10 

 Tr-34トレンチの追加的な掘削，観察等を行い，ｆ－１断層とＦ－１０断層との新旧関係について，詳細を検討する。 
    調査期間：５月下旬から２ヶ月程度 

模
式

断
面

図
位

置
 追加掘削箇所（盤下げ③） 

A
’ 

A
 

A 
（NW） 

 A’ 
（SE） 

深さ約1.5m 底盤約1.5m×約5m 

追加掘削箇所（盤下げ③）（現状計画） 

※調査箇所，形状等は現地状況等に応じて変わることがある。 

 A
’ 

A
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排気筒連絡ダクト 

排気筒 

常設代替交流電源設備 

緊急時対策建屋 

取水口 

取水路 

海水ポンプ室 補機冷却海水系取水路 

海水熱交換器建屋 

海水熱交換器建屋連絡ダクト 

タービン建屋 

原子炉建屋 

原子炉格納容器圧力逃がし装置 

耐震重要施設及び常設重大事故等
対処施設の直下については基礎基
盤レベル，それ以外についてはT.P.
約-16mにおける断層の分布 

岩盤上面における
断層の分布 

淡水貯水槽 

凡  例 

：耐震重要施設※１及び 
  常設重大事故等対処施設※２ 

※１ 設置許可基準規則第３条の対象となる耐震重要施設（間接支持
構造物を含む） 

※２ 設置許可基準規則３８条の対象となる常設耐震重要重大事故防

止設備又は常設重大事故緩和設備が設置される重大事故等対
処施設（特定重大事故等対処施設を除く） 

：上記以外の断層 

：耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設※

の直下にある断層 

：常設重大事故等対処施設 

参考 

 耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設と断層の位置関係 

 ｆ－１断層，ｆ－２断層及びｍ－ａ断層は，耐震重要施設及び
常設重大事故等対処施設の直下にある。 

第４５４回審査会合（H２９.３.１７） 

資料１－１ p22 再掲 



5 参考 

 ｆ－１断層，ｆ－２断層の分布，性状 

地質水平断面図（T.P.約-16m） 

地質鉛直断面図（X－X’断面） 

ｆ－１断層 

 N70゜W，45゜Nの走向・傾斜を有し，上盤・下盤ともに泊層上部層よりなる。相対的に北側が上がる
逆断層で，見かけ鉛直変位量は最大約0.8mである。 

 北西側はＦ－１０断層に切られ，これより北西に連続しない。また，南東側はｍ－ａ断層より南東側
に連続しない。深度方向はＦ－１０断層に切られ，これ以深に連続しない。 

 断層の破砕幅は約0.2cm～約20cmであり，破砕部は主としてシルト状，鱗片状を呈する。 

Ｘ Ｘ’ 

Ｙ
 

Ｙ
’
 

地質鉛直断面図（Y－Y’断面） 

ｆ－１断層，ｆ－２断層の諸元 

断層名 走向 傾斜 最大破砕幅 
(ｃｍ) 

延長 
(ｍ) 見かけ鉛直変位量 

ｆ－１ N70゜W 45゜N 20 380 北上がり，0.8ｍ 

ｆ－２ N35゜W 27゜NE ６ 120 北上がり，0.2ｍ 

凡 例 

※矢印は斜めボーリングの掘削方向を示す 

ｆ－２断層 

 N35゜W，27゜NEの走向・傾斜を有し，上盤・下盤ともに泊層上部層よりなる。相対的に北側が上がる 

  逆断層で，見かけ鉛直変位量は最大約0.2mである。 

 北西側は原子炉建屋設置位置内で消滅し，南東側延長部は原子炉建屋設置位置の外側約70mの地点で消滅する。深度方向はT.P.約-45mより深部には連続しない。走向方向，深度
方向ともに連続性のない孤立した断層である。 

 断層の破砕幅は約0.1cm～約６cmであり，破砕部は主として粘土状を呈する。 

第４５４回審査会合（H２９.３.１７） 

資料１－１  p23  再掲 



6 参考 

 ｍ－ａ断層の分布，性状 

H27B-ma-1 

H27B-ma-2’ 

H27B-ma-3 H27B-ma-4 

H27B-ma-5 

H27B-ma-6 

H27B-ma-7 

H27B-ma-8 

H27B-ma-9 

H27B-ma-s1 

H27B-ma-s2 
H27B-ma-s3 

H27B-ma-s4 

H27B-ma-s5 

H27B-ma-s6 

H28B-F10-3 

H28B-F10-4 
H28B-F10-5 

    ｍ－ａ 断層を確認したボーリング孔 

    ｍ－ａ 断層を確認していないボーリング孔  

ｍ－ａ断層の分布（地質構造図） 

O3-6 

O3-6 

S2-28 

W ← → E 

Y
’ 

Y
 

H25B-ma2 

ｍ－ａ 

※赤矢印は斜めボーリングの範囲 

Ge 

Gd 

Ge 

Gb 

Ga 

D 

Tu-tb 

Tu-an 

TL-tb 

TL-an 

O3-11 

 NNE-SSW走向を示し，泊層と蒲野沢層の境界をなす東傾斜の高角度の正断層であり，見かけ鉛直
変位量は最大約85mである。 

 北側は敷地北部で消滅し，南側は敷地中部で消滅すると考えられる。 断層名 走向 傾斜 最大破砕幅 
(ｃｍ) 

延長 
(km) 見かけ鉛直変位量 

ｍ－ａ ［N15゜E］ ［80゜E］ ［50］ 約1.5 東落ち，約85ｍ 

ｍ－ａ断層の諸元 

※ [ ]はボーリングのデータ 

第４５４回審査会合（H２９.３.１７） 

資料１－１  p24  再掲 

原子炉施設設置位置の地質鉛直断面図（Y-Y’断面） 



7 参考 

 ｍ－ａ断層に関する調査の概要 

H27B-ma-1 

H27B-ma-2’ 

H27B-ma-3 H27B-ma-4 

H27B-ma-5 

H27B-ma-6 

H27B-ma-7 

H27B-ma-8 

H27B-ma-9 

H27B-ma-s1 

H27B-ma-s2 
H27B-ma-s3 

H27B-ma-s4 

H27B-ma-s5 

H27B-ma-s6 

H28B-F10-3 

H28B-F10-4 
H28B-F10-5 

     ｍ－ａ 断層を確認したボーリング孔 

     ｍ－ａ 断層を確認していないボーリング孔 

     ｍ－ａ 断層を確認した既往のボーリング孔            

ｍ－ａ断層の分布（地質構造図） 

原子炉施設設置位置の地質鉛直断面図（Y-Y’断面） 

O3-6 

O3-6 

S2-28 

W ← → E 

Y
’ 

Y
 

H25B-ma2 

ｍ－ａ 

※赤矢印は斜めボーリングの範囲 

追加 
調査 

Ge 

Gd 

Ge 

Gb 

Ga 

D 

Tu-tb 

Tu-an 

TL-tb 

TL-an 

第４５４回審査会合（H２９.３.１７） 

資料１－１ p113 一部修正 

O3-11 

m－ａ断層調査の内容 

調査項目 調査内容 目的 

ボーリング オールコア 
コア観察，CT，薄片，
SEM観察等 

m-ａ断層の分布，断層破砕部の詳細
性状の確認 

トレンチ調査 

地質観察 
ｍ－ａ断層の上部にある地層との関
係を確認する 

CT，研磨片，薄片観察
等 

断層の詳細性状の観察 

トレンチ調査箇所 

   追加調査 
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Tr-34トレンチ位置図 

ｆ－１断層調査の内容 

参考 

 ｆ－１断層に関するトレンチ調査等の概要 

Tr-34トレンチ平面図 

Tr-34トレンチ法面 

東+1.2m法面 

東+0.2m法面 

盤下げ①東法面 

Tr-34トレンチ 

A 

A’ 

起振実験ヤード北側東法面 

盤下げ②東法面 

調査項目 調査内容 目的 

適合性審査 
申請前の調査 

起振実験ヤード北側 詳細地質観察 
ｆ－１断層破砕部，不整合面，第四系中の小断裂の
性状等の確認 

Tr-34トレンチ 詳細地質観察 
ｆ－１断層破砕部，不整合面，第四系中の小断裂の
性状等の確認 

試料採取 露頭剥ぎとり 小断裂観察 第四系中の小断裂の性状確認 

ボーリング オールコア 
コア観察， 
各種分析 

ｆ－１断層の分布，性状確認 

適合性審査 
申請後の調査 

Tr-34トレンチ 
拡幅 

東法面を東側に0.2m拡幅 
詳細地質観察 

ｆ－１断層破砕部，不整合面，第四系中の小断裂の
性状等の確認 東法面を東側に1.2m拡幅 

Tr-34トレンチ 
盤下げ 

盤下げ①：底盤を約2.5m盤下げ 

詳細地質観察 

ｆ－１断層の分布，ｆ－１断層破砕部性状，岩盤劣化
部の分布確認 盤下げ②：東法面断層部を約

1.5m盤下げ 

盤下げ③：ｆ-1断層とF-10断層底
盤接合部を約1.5m盤下げ 

ｆ－１断層，F-10断層の関係を確認 

試料採取 

露頭剥ぎとり 小断裂観察 第四系中の小断裂の性状確認 

ブロックサンプル 
CT，薄片，
SEM観察等 

Tr-34トレンチ法面の断層破砕部の詳細性状の確認 

ボーリング オールコア 
コア観察， 
各種分析 

ｆ－１断層の分布，性状確認 

Tr-34トレンチ北西-南東方向模式断面（A-A’断面） 

東+1.2m法面 

東+0.2m法面（剥ぎとり調査） 

Tr-34トレンチ東面 

盤下げ① 

現地表面 

拡幅前①法面 

拡幅前②法面 

（剥ぎとり調査） 

起振実験ヤード北側東法面 

盤下げ② 盤下げ③（今回） 

第４５４回審査会合（H２９.３.１７） 

資料１－１ p３４ 一部修正 

盤下げ③（今回） 

   追加調査 

A  A’ 




